
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  2025年５月 29日 

事業者情報 

事業者名 株式会社東京流通センター 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役社長 

氏名 有森 鉄治 

ホームページ URL（任意） https://www.trc-inc.co.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

株式会社東京流通センター（ＴＲＣ）は、企業理念のもと環境問題を経営の重要課題と位

置付け、 

環境の取り組みを実施することにより、環境保全に努め、持続可能な社会の実現に向けて、

社会的責任を果たし、企業価値をより高める取り組みを推進してまいります。 

また、環境方針に基づいた取り組みを継続しながら、サステナビリティ推進体制を整え、 

「2030 年に向けての SDGｓ目標」を策定し、全社的な取り組みとして、サステナビリ

ティ委員会の定期開催により進捗を確認しながら、目標達成に向け、鋭意活動しておりま

す。 

加えて、2025 年 5 月 22 日より、自動運転業界の発展を目的とした「平和島自動運転協議

会」を発足しました。同会は(株）日本経済研究所が事務局を務め、自動運転開発企業と

(株）日本政策投資銀行が会員となっています。TRC は施設運営を担い、15 万㎡の構内を

自動運転車両走行フィールドとし、また、センタービルの一区画をコミュニケーションル

ームとして整備し、日本の物流業界が抱える社会問題の解決に向けて貢献します。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      



〇 ●   〇  

      

〇 〇 〇  〇 〇 

     

 

〇    〇  

目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ☐ 

【メイン】 

5,7,8,12,13,17 

【サブ】 

 

〈当社が策定している「2030 年に向けての SDGｓ目

標設定」の達成〉 

・CO2 等温室効果ガス排出量、廃棄物量の削減、及び

廃棄物再利用率の向上に取り組む。 

・サステナビリティに関する活動について、テナン

トへの啓発活動を継続して行う。 

・社員の健康及び働きやすさの改善に関する対応を

引き続き行う。 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

②  

経済 ☐ 

【メイン】 

11，17 

【サブ】 

 

＜災害に対する備え＞ 

・自衛消防活動の一環として、災害組織体制における

各班及び連携の各種訓練、「普通救命講習会」の実施を

毎年行い、全社員の災害に対する意識や技能を向上さ

せる。 

・普通救命講習資格について、全社員９割以上の取得

を維持する。 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ✓ 

【メイン】 

8，9，17 

【サブ】 

 

〈技術革新を支える〉 

・2025 年 5 月 22 日より発足した、自動運転業界の発

展を目標とする「平和島自動運転協議会」について、

TRC として自動運転技術にかかる実証実験等の場を

提供するなどし、日本の物流業界が抱える社会課題の

解決に向けて貢献する。 

・「物流業界全体の課題解決」を目指し、「TRC 

LODGE」をはじめとしたビジネスマッチングの場を

引き続き提供する。 

社会 ☐ 

環境 ☐ 

 



進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

2025 年度は、第四計画期間

を見据え、省エネ機器の導

入・更新や運用改善を継続

し、共用部電力の再エネ由

来 100％を維持した。また、

サステナビリティレポート

の配布等を通じてテナント

への啓発を継続。2026 年 2

月には直感的に分別できる

ゴミステーションを導入

し、資源循環への理解を促

進した。さらに、ABW を取

り入れたオフィス改革を進

め、環境負荷低減と社員の

働きやすさ向上の両立を図

った。 

  

②  

2025 年度は、自衛消防活動

の一環として、初期消火・

応急救護・避難誘導・施設

防護・消防通報等、災害時

を想定した実践的な防災訓

練を継続実施した。各班の

役割理解と連携強化を図る

ことで、地域の重要拠点と

して有事に的確に対応でき

る体制整備を進めた。また、

普通救命講習を実施し、役

職員の救命技能認定取得率

95％以上を維持した。 

  

③  

2025 年度は、物流業界の課

題解決に向けた技術革新を

支えるため、「平和島自動運

転協議会」の活動を推進し

た。TRC は約 15 万㎡の構

内 を 実 証 フ ィ ー ル ド

「HeAD Light Field」とし

  



て提供し、自動運転走行、

循環型ラストマイル配送、

フィジカル AI 荷役等の実

証・検討の WG を発足。ま

た、「TRC LODGE」を通

じ、共同輸配送モデル構築

など、企業間共創の促進に

も取り組んだ。 
 


